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研究論文

中学生における学校生活スキルと保健室来室状況との関連

竹下　友理1)，杉田　弥生仏山田　浩平3)

【要旨】本研究では，中学生の保健室来室状況を把握し，これと中学生の持つ学校生活スキルおよび学校

生活満足度との関連について検討するために2011年11月に愛知県内の公立中学校に通う中学生211人を

対象にアンケート調査を行った○

　その結果，保健室の利用の有無では女子の方が男子に比べて有意に多く，学年別では２，３年生に比べ

１年生の保健室利用経験が少なかった。また，３年生で保健室に月に１回以上来室する生徒は，学校生活

満足度の被侵害・不適応因子の得点が有意に高かった。さらに体の調子が悪いために自分からすすんで

保健室へ行く生徒は学校生活スキルの健康維持スキル，自己学習スキルの得点が高かった。以上のことか

ら，学校生活スキルが高い者は自分から進んで保健室へ行き，症状を訴えることができる可能性が示唆さ

れた。
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緒言

　思春期は身体の発達が著しく，同時に内面的な

自己に気付き始めて自立への第一歩を踏み出すラ

イフステージであり，人間発達としての心理社会

的側面の変化から，メンタルヘルスの上で傷つき

やすいと言われている1)。さらに，近年の家庭や

地域社会，学校をとりまく環境の変化が思春期を

乗り切ることをより困難にしており，学校での暴

力行為や，少年犯罪，いじめ，不登校，自殺など

の心理社会的問題に適切に対処していくことが求

められる。この心理社会的問題に建設的かつ効果

的に対処していくには，社会的スキル2. 3,4.5)や

ライフスキル6, 7)などを身につける必要があると

言われている。

　さらにこれらのスキルに加えて，学校生活に関

わる問題は学校生活スキルと深く関わっているこ

とが報告されている8)。飯田ら9)は中学生が一人

の個人として成長していく中で出会う発達課題と

学校生活を送る上で出会う教育課題の解決に求め

られるスキルと述べており，その特徴として①学

習される，②学習面，心理・社会面，進路面，健

康面の領域で小学生，中学生，高校生が抱える発

達課題・教育課題の解決を促進する，③学校適応

において個人の目標達成に有効である，④学校と

いう場面で受容される，⑤学校で教育できる行動

が挙げられている．さらに，飯田．石隈10）はこの

定義をもとに個人差を測定するための学校生活ス

キル尺度（中学生版）を作成している．これまで

の学校生活スキルに関する研究では，このスキル

が低い者ほど，ストレッサーに対する積極的な対

処ができない傾向8）,学校生活満足度が低いこと9）

が明らかにされている．

　ところで児童・生徒への心身のサポートを担っ

てきた場の一つに保健室が挙げられる．保健室は，

利用したい児童・生徒が学年を問わず，だれでも・

いつでも利用できる場所であること，身体に関す

る訴えを通して抱えている現状を児童・生徒が表

現できる場であること，身体に関する訴えを通し

て抱えている現状を児童・生徒が表現できる場で

あること，いつでも決まった人（養護教諭）がコ

ミュニケーションをとる相手として存在している

等の理由で，身体だけでなくこころの問題を早期

に発見し対処できる機能を持ち，心理的な援助の

場として認識されている11）．これは，学校生活で

何らかの問題を抱える者は援助を求めて保健室に

来室することが考えられ，学校生活スキルは生徒

へのサポートの一端を担う保健室へ来室すること

に何らかの影響を及ぼしていると推測される．

　そこで本研究は，中学生の保健室来室状況を把
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握するとともに中学生の持つ学校生活スキルと

の関連について検討することを目的とする。

Ⅱ．方法

１。調査時期・対象者

　2011年11月中旬に，愛知県内の公立中学校に通

う中学生211人（男子89人，女子103人）を対象に

学級活動の時間を使い，自作の無記名自記式の

アンケート調査を行った。調査は集合形式で行

い，一斉回答を得た。なお，アンケートの実施に

あったては，対象中学校の校長，教務主任に本調

査の趣旨を説明し，調査への協力に対して承諾を

得た上で実施した。さらに調査票の冒頭にも本調

査の趣旨を記載し，対象者本人が調査への協力に

同意するか否かを答える回答欄を設け，これに回

答した上で各質問に答えてもらうようにした。ア

ンケート調査協力の同意が得られなかった場合に

は，その場で調査を打ち切るように配慮した。

　記入漏れや重複回答があるものを除いた有効回

答者は192人（１年生56人，２年生69人，３年生

67人）で，有効回答率は9L1%であった。

２。調査内容

2.1.保健室の来室状況

　楼井ら12）によって作成された質問項目を参考

に,保健室への来室経験を「経験有り」「経験無し」

の２段階で，来室頻度を「学期に１回以下」，「月

に１回程度」，「週に１回程度」，「週に２～３回以

上」の４段階で回答を求めた。保健室来室のきっ

かけについては，「自分からすすんで行くことが

多い」，「他の人（友人や先生など）にすすめられ

て行くことが多い」の２項目で回答を求め，保健

室来室理由については文部科学省の保健室来室理

由の調査結果13）を参考に，「体の調子が悪くなっ

たとき」，「けがをしたとき」，「体についての悩み

があるとき」，「心の悩みがあるとき」，「なんとな

く」，「その他（具体的に記入）」の６項目からあ

てはまるものすべてに回答を求めた。

2｡2．学校生活スキル尺度（中学生版）

　飯田・石隈lo）によって作成された54項目からな

る尺度であり，５つの下位尺度（自己学習スキル，

進路決定スキル，コミュニケーションスキル，健

康維持スキル，集団活動スキル）から構成されて

いる。各項目に対して「１．あてはまらない」～

「４．あてはまる」の４件法で回答を求めた。

2。3．学校生活満足度尺度（中学生版）

　河村14）によって作成された20項目からなる尺度

であり，承認因子，被侵害。不適応因子の２因子

から構成されている。各項目に対して，「１．全

くない」～「５．よくある」の５件法で回答を求

めた。

３．分析方法

　データの分析には統計ソフトSPSSver．16.0Jを

使用し，学校生活スキル，保健室来室状況，学校

生活満足度との比較にについて,jr2検定，t検定，

一要因の分散分析および多重比較(Tukey)を行っ

た．

　　　　　　　　Ⅲ。結果

１．保健室来室状況

1.1.保健室来室頻度

　男女別に保健室利用経験を見ると，男子では

「保健室を利用したことがある」と答えた者が44

人(49.4%),女子では65人(62.3%)であった。

これらの値について男女間の差を見るためにjr2

検定を行ったところ有意差がみられたしr2＝3.49

（p＝｡04）〕。さらに「保健室を利用したことがあ

る」と答えた者の利用頻度について見ると，男子

では「学期に１回以下」が32人(72.7%).「月に

１回程度」が12人(27.3%)であり，女子では「学

期に１回以下」が49人(81.7%).「月に１回程度」

が９人（15.0％）汀週に１回程度」が１人（1.7％），

「週に２～３回」が１人（1.7％）であった。これ

らの値についても男女間の差を見るためにjr2検定

を行ったところ有意差は見られなかったしr2＝

3.62 (n = .31)〕。

　次に学年別で見ると，「保健室を利用したこと

がある」と答えた者は，２年生が最も多く65.2%

であり，次いで３年生が62.0%, 1年生が30.4%

であった。これらの値について学年間の差を見る

ためにJ.2検定を行ったところ有意差が見られた

〔ﾝr2＝18.14（ρ＝。001）〕。さらに，「保健室を利用

したことがある」と答えた者の頻度を見ると，１

年生では「学期に１回以下」が88.2%,「月に１

回以下」が11.8％であった。２年生では「学期に

１回以下」が75.6%.「月に１回以下」が24.4%で

あり，３年生では「学期に１回以下」が76.2%汀月

に１回以下」が19．0％汀週に１回ほど」が2.4%汀週

に２～３回」2.4％であった。これらの値につい

て学年間の差を見るためにJ.2検定を行ったとこ

ろ有意差は見られなかったしr2＝4.26（β＝｡64）〕。

1。2．保健室来室のきっかけ

　男女別に保健室来室のきっかけを見ると，男

子では「自分からすすんで行くことが多い」と
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答えた者は30人(68%),「他の人（友人や先生

など）からすすめられて行くことが多い」は14

人（31.8％）であり，女子では「自分からすすん

で行くことが多い」と答えた者は34人(56.7%),

「他の人からすすめられて行くことが多い」は26

人(43.3%)であった。これらの値について男女

間の差を見るためにJ.2検定を行ったところ有意

差は見られなかったしr'=1.44 (n =｡23）〕。

　次に学年別で見ると，「自分からすすんで行く

ことが多い」と答えた者は，１年生47.1%, 2年

生66.7%. 3年生61.9%であり，２年生が最も多

かった。「他の人からすすめられて行くことが多

い」と答えた者は，１年生52.9%, 2年生33.3%,

3年生38.8%であり，１年生は「他の人にすすめ

られて行く」と答えた者の方が「自分から行く」

と答えた者よりも多かった。これらの値について

学年間の差を見るためにJ.2検定を行ったところ

有意差は見られなかったしr2＝2.01（μ＝。37）〕。

1.3.保健室来室理由

　男女別に保健室来室理由を見ると，男子では

「体の調子が悪くなったとき」と答えた者が34人

(77.3%)と最も多く，次いで「けがをしたとき」

25人(56.8%)丿心の悩みがあるとき」および「な

んとなく」２人（4.5％）「体についての悩みがあ

るとき」１人（2.3％）の順であった．女子では

「体の調子が悪くなったとき」と答えた者が51人

(83.6%)と最も多く，次いで「けがをしたとき」

33人(54.1%)寸心の悩みがあるとき」５人(8.2%).

「なんとなく」３人(4.9%).「体についての悩み

があるとき」２人（3.3％）の順であり，男女と

も同様の順序であった．これらの値について男女

間の差を見るためにJ.2検定を行ったところ，有意

差は見られなかった〔J2＝.08～.65 (p = .41～.93）〕．

　次に学年別で見ると，「体の調子が悪くなっ

たとき」と答えた者は，１年生83.3%, 2年生

82.2%, 3年生78.6%であり，１年生が最も多かっ

た．「けがをしたとき」と答えた者は，１年生

44.4%. 2年生55.6%, 3年生59.5%であり，３

年生が最も多く，「体についての悩みがあるとき」

は，１年生０％，２年生2.2%, 3年生4．8％であっ

た。さらに汀心の悩みがあるとき」は，１年生０％，

２年生6.7%, 3年生9.5％であり汀なんとなく」は，

１年生０％，２年生4.4%. 3年生7.1％であった。

これらの値について学年間の差を見るためにJ.2検

定を行ったところ，すべての項目で有意差は見ら

れなかった〔x2＝。27～1.84 (n =｡26～。87）〕。

２．学校生活スキル

　学校生活スキル尺度の合計得点について男女別

に見ると，表１に示すように男子148.7 (±28.55)

点，女子150.4点（±23.52)であった．これらの

得点について£検定を行ったところ，有意差は

見られなかった〔t = lA4 in = 24)〕．次に学年別

で比較するために１要因分散分析を行ったとこ

ろ，学年間の得点の差に有意な差が見られた〔

(2,189) =4.35 (P = .O14)〕．そこで，さらに多重

比較（Tukey）を行ったところ，１年生と２年生

との間（7）＝.03）と，２年生と３年生との間（

＝．03）に有意差が見られた．

　同様に，学校生活スキルの下位因子についても

男女別に見ると，健康維持スキルについては男

子22.6点（±5.45),女子24.1点（±5.49)であり，

これらの得点について亡検定を行ったところ女子

の方が男子に比べて有意に得点が高かった〔匹

2.97 (P = .O4)〕．次に，学年別で比較するために

一要因の分散分析を行ったところ，自己学習スキ

ル，進路決定スキル，健康維持スキルで有意差が

見られた．そこで，多重比較を行ったところ，自

己学習スキルでは１年生と２年生の間の得点に有

意差が見られ伊＝.01），進路決定スキルでは２

年生と３年生との間に（

ルでは２年生と３年生との間に有意差が見られた

（

３。学校生活満足度

　学校生活満足度の承認因子の得点を男女別に見

ると，男子31.9点（±8.12),女子32.2点（±7.19)

表１　学校生活スキルの得点

2

5



中学生における学校生活スキルと保健室来室状況との関連

であり，これらの得点について亡検定を行ったと

ころ有意差は見られなかった〔ト｡13 (P =｡12）〕。

一方，学年別で見ると，最も平均点が高かったの

が１年生32.5点（±9.16）であり，次いで３年生

32.2点（±10.24). 2年生31.2点（±8.47)であった。

これらの得点について一要因の分散分析を行った

ところ，有意差は見られなかった。

　次に被侵害。不適応因子の得点を男女別で見

ると，男子20.6点（±7.54),女子21.2点（±8.16）

であり，これらの得点について亡検定を行った

ところ有意差は見られなかった。学年別で見る

と，最も平均点が低かったのが２年生195点（±

6.81)であり，次いで３年生21.4点（±7.02), 1

年生22.0点（±7.46)であった。これらの得点に

ついて分散分析を行ったところ，有意差は見られ

なかった。

４．学校生活スキルと学校生活満足度との関連

　学校生活スキルと学校生活満足度との関連を検

討するため，学校生活スキルの５因子と学校生活

満足度の２因子の相関分析を行った．その結果，

表２に示すように学校生活スキルの合計得点およ

び下位因子すべてと学校生活満足度の承認因子と

の間に有意な関連が認められ，相関係数は中程度

からやや高い値を示した(r = .43～.74,p＜.001）．

一方，学校生活満足度の被侵害．不適応因子の得

点は，学校生活スキルの合計得点(r=-.18, p

表２　学校生活スキルと学校満足度との関連

＜.05）および同輩とのコミユニケーションスキ

ル（y＝－.33，β＜.01）と，集団活動スキル（r＝

－．19,β＜.01），健康維持スキル（r＝－.15,β＜.05）

との間に有意な負の相関関係が認められた．

５．学校生活スキルと保健室来室状況との関連

　学校生活スキルと保健室来室頻度との関連を検

討するため，保健室来室頻度(｢来室なし｣，｢学

期に１回程度｣，｢月に１回以上｣)別に学校生活

スキル合計得点および５つの下位因子の得点につ

いて一要因分散分析を行った．その結果，全ての

学年で保健室来室頻度と学校生活スキル合計得点

および下位因子との間に有意差はみられなかった

(１年生F＝．11～1.84, 2年生F＝.15～1.54, 3年

生F=.65～.99)．

　次に学校生活スキルと保健室来室のきっかけ

との関連を検討するため，保健室来室のきっかけ

(｢自分からすすんで行く｣，｢他の人にすすめられ

て行く｣)別に学校生活スキル合計得点および５

つの下位因子の得点について亡検定を行った．そ

の結果，表３に示すように２年生では自分からす

すんで保健室に行く者は他の人にすすめられて行

く者に比べて，学校生活スキルの自己学習スキル

の得点が有意に高かった〔匹2.13(p＝.03)〕．一

方，３年生では自分からすすんで保健室に行く者

は他の人にすすめられて行く者に比べて，学校生

活スキルの健康維持スキルの得点が有意に高かっ

た(匹2.01φ＝..4)〕．なお，１年生の保健室来

室のきっかけと学校生活スキルとの間には有意差

は見られなかった．

　続いて，学校生活スキルと保健室来室理由との

関連を検討するため，保健室来室理由の項目別に

学校生活スキル合計得点および下位因子の得点に

ついて亡検定を行った．その結果，表４に示すよ

うに体の調子が悪くなったために保健室に来室し

た者はそうでない者に比べて，１年生では学校生

活スキルの合計得点〔t = 23,2,(p = .O5)〕，自己学

習スキル[t = ?,22φ＝.01)〕，健康維持スキルし

表３　保健室来室のきっかけ別に見た学校生活スキルの得点
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表４　保健室来室理由別に見た学校生活スキルの得点

= 2.28φ＝..3)〕の得点が，３年生では進路決定

スキル〔t=2.10(p＝.042)〕の得点が有意に高かっ

た．一方，２年生の保健室来室理由と学校生活ス

キルとの間には有意差は見られなかった．また，

体および心の悩みがあるために保健室に来室した

者はそうでない者に比べて，全ての学年で有意差

は見られなかった．

Ⅳ．考察

１。保健室来室状況，学校生活スキル尺度および

　　学校生活満足度尺度について

　保健室の利用の有無について学年間の差を見た

ところ, 2, 3年生は１年生に比べて保健室の利

用が少なかった。１年生は，まだ学校に慣れてお

らず,保健室の利用が少ないと考えられる。一方，

保健室来室頻度と保健室来室の決定要因との関わ

りをみたところ，「月に１回以上」保健室に来室

する者は「自分からすすんで行く」ことが多い傾

向が見られた。これらのことから来室頻度が高い

者は自分から保健室へ行く傾向があると考えられ

る。

　次に学校生活スキル尺度の合計得点について男

女別に見ると，男子148.7点，女子150.4点であり，

男女間に有意差は見られなかった。先行研究10）で

は，女子の方が男子よりも有意に得点が高いこと

が報告されているが，本研究は男女間に差は見ら

れず，今後は対象者を増やして検討していく必要

がある。一方，学年別に見ると，最も得点が高

かったのが１年生153.8点で，次いで３年生153.4

点，２年生142.3点の順であり，１・３年生の得

点は２年生に比べて有意に高かった。この結果は，

山田15）の中学生を対象とした研究と同様の傾向が

見られた。また，学校生活スキルの下位因子につ

いても同様の分析を行ったところ，自己学習スキ

ルと進路決定スキルは，２年生に比べて３年が高

かった。３年生になると，進路を決定する時期が

近くなり，意識も高まると同時に学校での進路相

談や進路指導が多く行われることから，これらの

スキルが高まっていると考えられる。さらに，健

康維持スキルも２年生に比べて３年が高く，３年

生は受験期である生徒がほとんどであり，自己の

健康管理について意識ができていると考えられ

る。一方，２年生では中だるみの時期であり，学

校生活スキルの低下がみられたのではないかと考

えられる。

　続いて，学校生活満足度における承認因子の得

点を男女別に見ると，男子31.9点，女子32.2点で

あり，男女間に有意差は見られなかった。この結

果は，河村14)の中学生を対象とした研究と類似し

ていた。また，これらの得点について学年別で見

ると有意差は見られず，先行研究14)では学年間に

有意差が見られており，この点についても今後詳

細に検討していく必要がある。

２。学校生活スキルと保健室来室状況との関連

　学校生活スキルと保健室来室状況との関係の相

対的重要性を確認するために学校生活スキルと学

校生活満足度との関連を見た。その結果，学校生

活スキルは学校生活満足度の承認因子との間には

正の相関関係が見られ学校生活満足度の被侵害・

不適応因子との間には負の相関関係が認められ

た。これは，学校生活スキルが高い者は学校生活

満足度も高いことを意味しており，中学生の学校

生活スキルを高める必要性を示唆している。

　このような，学校生活スキルと保健室来室頻度

との関わりを見たところ，全ての学年で保健室来

室頻度と学校生活スキル合計得点およびその下位

因子との間に関連はみられなかった。先行研究で

は学校生活スキルが高いほど保健室来室頻度が高

いことが報告されているが15)本研究では同様の

結果は得られなかった。しかし,保健室来室のきっ

かけと学校生活スキルとの関連をみたところ，３

年生の健康維持スキルおよび自己学習スキルが高
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い者は，体の調子が悪くなったときに自分からす

すんで保健室へ行く傾向が見られた。これは，健

康維持スキルが健康維持に関わる自己統制やスト

レス低減につながる相談に関するスキルであるこ

とからも，このスキルが高い者は自分で保健室へ

来室するか否かを判断し，体調の管理や不調への

対処も自ら行うことができると考えられる。

　以上のことから，学校生活スキル，特に自己学

習スキルと健康維持スキルが高い者は自分から進

んで保健室へ行き，症状を訴えることができる可

能性があることが示唆された。

　本研究では，中学生の学校生活スキルと保健室

来室状況を把握するとともに，学校生活スキルと

保健室来室状況との関連について検討するために

アンケート調査を行った。

　主な結果は以下のとおりである。

１）学校生活スキルの得点は，１年生が最も高く，

　　次いで３年生，２年生の順であり，１年生と

　　３年生の得点は２年生に比べて有意に高かっ

　　た。

２）保健室の利用の有無では女子の方が男子に比

　　べて有意に多く，学年別では２，３年生に比

　　べ１年生の保健室利用経験が少なかった。

３）体の調子が悪いために自分からすすんで保健

　　室へ行く生徒は，学校生活スキルの健康維持

　　スキル，自己学習スキルの得点が高い傾向に

　　あった。
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